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12 月定例会

３月　２日（火）本会議（開会日） 
３月１８日（木）一般質問 
３月１９日（金）一般質問 
３月２２日（月）一般質問 
３月２３日（火）一般質問 
３月２６日（金）本会議（最終日）

オリオンECO美らSUNビーチオリオンECO美らSUNビーチちゅらとまとちゅらとまと

瀬長島ウミカジテラス瀬長島ウミカジテラス

キーツマンゴーキーツマンゴーマンゴーマンゴー
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Photo/とみぐすくの魅力を再発見！！

クロツラヘラサギ 旧海軍司令部壕

沖縄空手会館

子宝岩

子宝安産お守り 真玉橋  遺構

ウージ染め

道の駅 「豊崎」

３月定例会



● 予算案　　　　　５件
● 条例案　　　　　６件
● その他議案　　１２件
● 意見書案　　　　３件
● 決議案　　　　　２件
● 陳情　　　　　　３件

　令和２年12月定例会は、12月８日（火）～12月24日（木）までの17日間

の会期で開催されました。議案等を審議し、議決しましたので、その一部を

紹介します。他の議案等の審議結果については、豊見城市議会ホームページ

よりご覧ください。
審議結果

豊見城市議会 検索

12月 定例会の審議結果

　一般会計歳入歳出決算及び各特別会計歳入歳出決算は下記の各会計決算比較表のとおりとなっており、

総務財政、教育民生、経済建設の３常任委員会で閉会中に継続審査され、12月定例会にて認定されました。

一 般 会 計 決 算

決　　算

認　　定

認　　定

認定第１号
令和元年度豊見城市一般会計歳入歳出決算
認定第２～５号
令和元年度豊見城市特別会計歳入歳出決算

その他
41億5,984万7千円
（15.0%）

その他
41億5,984万7千円
（15.0%）

市債
22億1,283万1千円

（8.0%）

市債
22億1,283万1千円

（8.0%）

県支出金
34億2,307万円
（12.4%）

県支出金
34億2,307万円
（12.4%）

国庫支出金
62億7,301万2千円
（22.7%）

国庫支出金
62億7,301万2千円
（22.7%）

地方交付税
35億286万円
（12.7%）

地方交付税
35億286万円
（12.7%）

地方譲与税等
13億1,709万9千円

（4.8%）

地方譲与税等
13億1,709万9千円

（4.8%）

市税
67億5,444万5千円
（24.4%）

市税
67億5,444万5千円
（24.4%）

歳入総額
276 億 4,316 万
歳入総額
276 億 4,316 万

歳出総額
271 億 43万
歳出総額
271 億 43万

議会費
2億2,300万7千円
（0.8%）

議会費
2億2,300万7千円
（0.8%）

総務費
27億7,982万8千円
（10.3%）

総務費
27億7,982万8千円
（10.3%）

民生費
130億7,271万7千円

（48.2%）

民生費
130億7,271万7千円

（48.2%）

衛生費
13億5,358万2千円

（5.1%）

衛生費
13億5,358万2千円

（5.1%）

農林水産業費
2億7,964万4千円
（1.0%）

農林水産業費
2億7,964万4千円
（1.0%）

商工費
1億7,192万5千円
（0.6%）

商工費
1億7,192万5千円
（0.6%）

消防費
5億4,538万5千円
（2.0%）

消防費
5億4,538万5千円
（2.0%）

教育費
44億4,558万8千円
（16.4%）

教育費
44億4,558万8千円
（16.4%）

公債費
20億7,610万3千円

（7.7%）

公債費
20億7,610万3千円

（7.7%）

土木費
21億3,874万2千円

（7.9%）

土木費
21億3,874万2千円

（7.9%）

一般財源
115億7,440万4千円

（41.9%）

一般財源
115億7,440万4千円

（41.9%）

特定財源
160億6,876万円
（58.1%）

特定財源
160億6,876万円
（58.1%）

会　計　項　目 令和元年度 平成30年度 増減率
一 般 会 計 歳 入 276億4,316万円 276億2,488万円 1.001

歳 出 271億43万円 269億376万円 1.007
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 歳 入 78億4,603万円 67億3,160万円 1.17

歳 出 78億2,824万円 74億5,814万円 1.05
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 歳 入 4億7,639万円 4億4,725万円 1.07

歳 出 4億7,243万円 4億4,296万円 1.07
育 英 会 特 別 会 計 歳 入 1,034万円 1,041万円 0.99

歳 出 661万円 1,026万円 0.64
公 営 墓 地 事 業 特 別 会 計 歳 入 3,496万円 33万円 105.94

歳 出 3,423万円 0 皆増
※表、円グラフ合計の金額は千円単位を四捨五入しています。
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　令和元年度豊見城市一般会計歳入歳出決算については、総務財政常任委員会において各担当部課長等に

決算状況の説明を求めたものである。

　委員は歳入歳出決算書、決算不用額、流用・充用説明書、監査委員意見書、主要施策の成果に関する報

告書、各担当課の説明資料を基に審査を行った。

　委員会での闊達な意見交換において、概ね認定に値とするが委員より幾つかの指摘や改善要求がなされた。

　以上を踏まえ、執行責任者である市長には、強く附帯決議の意味を理解して頂き、監査委員の厳しい指

摘も踏まえ改善を促すとともに、令和３年度豊見城市一般会計予算編成に反映して頂きたく下記を強く求

める。

記

１．�人件費の増大は、恒常的な固定経費を押し上げる要因となるため、定員管理計画を綿密に策定し、行

政運営機能強化と市民サービス向上を主眼とした効率的な人員配置をすること。

２．�財産売却によって一時的に赤字を解消している状況を踏まえ、特に扶助費の増大を抑えるよう努める

こと。

３．�監査委員意見を十分汲み取った執行体制に努め、予算編成における積算能力を高めるとともに、補正

手続きを効果的かつ効率的に活用し、不用額圧縮に努めること。

４．�補助金請求手続きにおける不適切な事務によって生じた401万6,000円の現時点における歳入欠陥は、

それだけ市民に実害を与えている事態といっても過言ではない。執行責任者は、猛省のうえ信頼回復

に向けた事務処理の健全化を担保する方策を早期に検討のうえ実行されることを強く要望する。

以上、決議する。

令和２年12月８日

豊見城市議会

あて先　　豊見城市長

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ８億6,758万６千円を増額し、予算総額を364億9,250万７千円とすると
ともに、繰越明許費の追加、債務負担行為及び地方債の補正を行いました。

決　議　案

予　算　案

原案可決

原案可決

決議案第２号
令和元年度豊見城市一般会計歳入歳出決算に対する附帯決議

議案第64号
令和２年度豊見城市一般会計補正予算（第６号）

○補正予算の内容（一部）

　・ふるさとづくり寄附金（増）
　・財政調整基金繰入金（増）
　・コミュニティ助成事業助成金（追加）　
　・旧糸豊清掃施設組合退職手当負担金
　　過誤納金還付金（追加）
　・豊崎美らSUNビーチネーミングライツ料（追加）
　・ゆたか小学校教室整備事業債（追加）
　・豊見城小学校教室整備事業債（追加）

　・ふるさと納税業務一括代行委託料（増）
　・ふるさとづくり基金（増）
　・生活保護費措置費（増）
　・予防接種委託料（増）
　・妊婦一般健康診査委託料（増）
　・農業次世代人材投資事業補助金（増）
　・土地区画整理組合設立準備会
　　運営支援業務委託料（増）
　・準要保護援助費（拡充分）（増）
　・改良住宅指定管理委託料（増）

歳　入 歳　出
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条　例　案

否　　決

　与根体育施設設置地において、土地区画整理事業の施行に伴い、土地利用の変更を行うため、条例の廃止の

提案がされ、教育民生常任委員会へ付託されました。

　本議案は、経済建設常任委員会の所管にも関連するため、教育民生常任委員会からの連合審査の申入れによ

り、連合審査会として、審査されました。

　審査の結果、教育民生常任委員会で否決、本会議でも賛成少数により、否決となりました。

　本条例案は５度目の否決となります。（３月、６月、７月、９月、12月）

賛成討論

▲

反対討論
要　　　正　悟（８：26～）

▲

新　垣　繁　人（12：26～）

瀬　長　恒　雄（18：54～）

▲

川　満　玄　治（25：27～）

真栄里　　　保（30：24～）

▲

大　田　善　裕（37：10～）

儀　間　盛　昭（46：59～）

▲

徳　元　次　人（57：40～）

瀬　長　　　宏（1：05：32～）

▲

新　垣　亜矢子（１：19：53～）

議案第74号
豊見城市立与根体育施設の設置及び管理に関する条例の廃止について

賛成理由（抜粋）

反対理由（抜粋）

本会議での討論（反対、賛成）は議会中継をご覧ください。

　与根西部地区区画整理組合、与根シーサイド土地区画整理事業共同企業体から提出された要望書の内容は「着工
の遅延による市道工事に支障が出ないようにお願いします。」と書かれていますし、一刻も早く条例を廃止し、様々
な関係者の声を我々議会は受け入れるべきだと思う。
　教育長は「区画整理事業をするために条例を廃止する必要は無く、区画整理事業を推進することと、与根体育施
設条例を廃止することは別問題だ。」と述べているが、教育長の権限に属する部分は、条例上、体育施設を利用す
る許可のみに対する権限のみで、所有者は市であり、市長が除去等の権限を持っていると総務企画部長が答弁して
いる。市長の説明では、「設置条例が存続している間は、基本的に条例を廃止しないと工事をしない」と明確な執
行部の答弁がされていることからも、土地区画整理事業を円滑に進めるためには条例廃止が最も適切だと考える。

　５度目の上程がなされ、土地区画整理事業の施行に伴う土地利用の変更を行うため、与根体育施設条例を廃止す
る必要があるとのことだが、多くの利用者に愛されてきたサッカー場が事実上消えることになる。本来ならサッカー
専用施設として代替施設が確保されるべきだが、正確な目途はたっていない。条例廃止をせず、区画整理事業へ影
響を及ぼすことなく、除却工事、サッカー場再整備が出来ると答弁されていることから、目途がつくまでは、この
場所を存続して機能回復を含めサッカー専用施設として再整備するべき。
　副市長は「地方自治法244条の２に違反する可能性がある」と何度も発言しているが、何に違反しているのか具
体的な事を明確に示せない。逐条解説から既存の施設利用の機能回復を含めしっかり計画があるのであれば消滅す
るとは言えない。区画整理事業の物件補償費の範囲内でサッカー場再整備が可能であることを区画整理組合から聞
いている。
　市道218号線の工事は仮換地の指定によって道路敷が既に確保されている。直接、教育長及び教育委員会が管理
組合と協議調整することが出来る。市長・教育長・議会は同じ思いであり、工事着工は何ら問題なく出来る。それ
を市長が除却工事の申請承認を拒否し再整備を妨害した場合、議会軽視であり、暴挙である。
一番大事なのは議会の意思決定。市長は執行機関であって最終決定機関ではない。最終決定は議会議決であり、そ
れが自治体の決定である。（地方自治法第138条の２）議会議決で決まったことを執行して頂きたい。

議 会 中 継
（令和２年第６回定例会12月24日）
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その他議案

意見書案、決議案

陳　情

可　　決

原案可決

採　　択

原案可決

一部採択

原案可決

採　　択

原案可決

　新型コロナウイルスの影響により交代制勤務や分散勤務等となった場合において、執務室外でも対応（在

宅勤務含）が可能となるように、デスクトップパソコンからノート型パソコンへ168台分の切り替えを行

う等の環境整備を行うため、議会の議決が必要であることから、議案が上程され、可決されました。

　平成23年３月10日に議決された第４次豊見城市総合計画基本構想の終了に伴い、第５次豊見城市総合

計画基本構想を策定するため、豊見城市基本構想の策定に関する条例第４条の規定により、議案が上程さ

れ、可決されました。

議案第75号
豊見城市職員用端末の買入れについて

意見書案第10号
義務教育における30人以下学級の推進を求める意見書
意見書案第11号、12号
王毅中華人民共和国国務委員兼外交部長の発言に対する意見書
決議案第３号
王毅中華人民共和国国務委員兼外交部長の発言に対する抗議決議

陳情第７号
日常生活用具給付等事業の排泄管理支援用具の給付対
象者を拡充するよう求める陳情
陳情第９号
令和３年度建物管理業務委託の入札に関する件（要請）
陳情第10号
豊見城市道42号線の道路拡張及び整備工事のお願い（陳情要請）

議案第79号
第５次豊見城市総合計画の基本構想を定めることについて

　基本構想は、市政の総合的かつ計画的な運営を図るために長期的な展望に立って定めるもので、基本

理念、まちづくりのテーマ（将来像）、目標人口、政策展開の基軸、まちづくりのテーマ（将来像）の

実現に向けた政策の大綱及び都市形成の方向性（土地利用の方針）から構成します。

　基本構想機期間は、令和３（2021）年度から令和12（2030）年度までの10年間となります。

令和２年12月定例会　とみぐすく市議会だより ●vol.1935



頁 質問議員 質　問　事　項

7

儀
ぎ
間
ま
盛
せい
昭
しょう

（日本共産党）

・教育振興と子育て支援について
・新型コロナ対応策について
・まちの顔づくり事業について
・地産地消の取り組みについて

他１件

宜
ぎ
保
ぼ
龍
りゅう
平
へい

（Z
ゼ ロ

ERO）

・教育行政について
・公用車の有効活用について
・道路行政について
・児童生徒のスクールバスについて

他４件

8

宜
ぎ
保
ぼ
安
やす
孝
たか

（保和会）

・しおさい公園について
・安心・安全なまちづくりについて
・教育行政について
・防災情報について

他１件

仲
なか
田
だ
政
まさ
美
み

（公明党）

・教育行政について
・安心・安全なまちづくりについて
・骨髄バンクドナー助成事業について
・福祉行政について

他２件

9

大
おお
田
た
正
まさ
樹
き

（保和会）
・ 山川市長の掲げる（考える）「子どもの街・宣言」
に基づく、まちづくりについて

波
なみ
平
ひら
邦
くに
孝
たか

（Z
ゼ ロ

ERO）

・スポーツ振興について
・消防行政について
・高架橋下の有効活用について
・豊崎中学校建設について

10

要
かなめ
正
しょう
悟
ご

（真新会）

・子どもの医療費助成について
・高速道路高架下の有効利用について
・字瀬長地域からの要望について
・保育園及び学童の待機児童問題について

他１件

新
あら
垣
かき
繁
しげ
人
と

（Z
ゼ ロ

ERO）

・豊見城市の財政状況と今後の行方について
・市政運営について
・ 市長公約である適正な組織と人員配置の見直し
について
・環境行政について

11

新
あら
垣
かき
龍
りゅう
治
じ

（日本共産党）

・子育て支援について
・保育行政について
・学校給食について
・道路行政について

他１件

比
ひ
嘉
が
彰
あきら

（保和会）

・道路行政について
・子ども医療費無料化について
・特別支援教育について
・訴訟問題について

12
川
かわ
満
みつ
玄
げん
治
じ

（保和会）

・市長の２年間の様々な市長公約について
・コロナ関連予算について
・介護予防普及啓発事業について
・ 教育行政における豊見城市内の小中学校の支援
施策について

頁 質問議員 質　問　事　項

12
徳
とく
元
もと
次
つぐ
人
と

（保和会）

・スーパーシティ構想について
・児童虐待について
・公立学校における30人学級について
・市政運営について

他１件

13

新
あら
垣
かき
亜
あ
矢
や
子
こ

（保和会）

・与根体育施設の代替について
・妊産婦総合対策事業について
・市政運営について
・教育行政について

真
ま
栄
え
里
さと
保
たもつ

（日本共産党）

・産地指定農産物について
・福祉行政について
・データ放送の実施について
・豊見城市のピーアールについて

他２件

14

赤
あか
嶺
みね
吉
よし
信
のぶ

（保和会）

・漁業振興と観光振興について
・ 与根地先公有水面埋立造成工事に伴う与根自治
会との協定書について
・軽量型漁礁の設置推進について
・県道256号線の計画について

他１件

瀬
せ
長
なが
恒
つね
雄
お

（日本共産党）

・豊見城市の財政について
・市長の公約について
・住宅リフォーム支援事業について
・軽費老人ホームおなが園休園について

他１件

15

大
おお
田
た
善
よし
裕
ひろ

（Z
ゼ ロ

ERO）

・子育て支援のあり方について
・市長の基本的な政治姿勢について
・本市の財政状況について

瀬
せ
長
なが
宏
ひろし

（日本共産党）

・教育行政について
・与根西部土地区画整理について
・子ども未来基金について

16

伊
い
敷
しき
光
ま
寿
こと

（真新会）

・新型コロナウイルス感染症対策について
・働く環境について
・道路行政について
・保育行政について

他１件

楚
そ
南
なん
留
る
美
み

（Z
ゼ ロ

ERO）

・救急隊感染防止対策事業について
・これまでの質問に対する進捗状況について
・安心・安全なまちづくりについて
・フィックス・マイ・ストリートの活用について

17
外
ほか
間
ま
剛
つよし

（保和会）

・本市の監査について
・証明書誤発行損害賠償事件について
・ 水中トレーニング事業にかかる死亡事故につい
て

※QRコードにスマートフォンをかざすとインターネット中継が閲覧できます。
※ 一般質問とは、議員が市の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対
する方針を聞き、疑問点について市長の見解を求めるもの。
　本市議会の質問時間は、答弁時間を含み１人42分以内です。
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一 般 質 問

質
問
伊
良
波
小
学
校
区
、
ま
た

は
そ
の
近
く
に
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
校
内

に
造
れ
る
条
件
が
あ
る
の
か
。
市

の
認
識
を
伺
い
た
い
。

福
祉
健
康
部
長
平
成
30
年
９
月

14
日
付
の
文
部
科
学
省
及
び
厚
生

労
働
省
の
連
名
で
、
新
た
に
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
整
備
す
る
場
合

に
は
、
小
学
校
内
で
実
施
を
目
指

す
と
し
て
い
ま
す
。
伊
良
波
小
学

校
に
、
校
内
敷
地
内
ま
た
は
近
隣

地
に
お
い
て
関
係
課
と
協
議
を
進

め
、
早
期
に
設
置
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

市
民
の
命
、
く
ら
し
一
番
に

質
問
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
策
に

つ
い
て
第
４
次
に
及
ぶ
、
総
額

18
億
１
千
849
万
９
千
円
の
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
予
算
執
行
を
高
く
評
価

し
ま
す
。
市
民
は
、
コ
ロ
ナ
感
染

情
報
に
注
目
し
て
い
ま
す
。
市
の

感
染
人
口
比
率
は
他
市
と
比
較
し

て
ど
の
よ
う
な
状
態
で
、
そ
れ
を

ど
う
分
析
評
価
し
て
い
ま
す
か
。

福
祉
健
康
部
長
12
月
４
日
時
点

で
最
大
が
那
覇
市
の
0.5
％
、
２
番

目
が
浦
添
市
で
0.38
％
、
本
市
は
陽

性
者
数
226
人
で
、
人
口
比
率
0.34
％

県
内
11
市
で
は
３
番
目
に
高
い
割

合
で
す
。
那
覇
市
を
含
め
南
部
地

区
に
集
中
し
て
い
る
、
空
港
が
近

い
地
理
的
要
因
、
繁
華
街
や
夜
の

街
関
連
な
ど
会
食
に
よ
る
影
響
、

そ
こ
か
ら
職
場
内
や
家
庭
内
感
染

が
広
が
っ
て
い
る
状
況
、
仕
事
や

買
い
物
、
会
食
で
那
覇
市
へ
出
向

く
方
が
多
い
こ
と
も
一
因
。
沖
縄

県
の
警
戒
レ
ベ
ル
は
第
３
段
階
が

継
続
し
て
お
り
、
感
染
予
防
の
徹

底
を
広
く
周
知
し
て
い
く
。

現
場
の
求
め
は
、
増
員
だ

質
問
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
安
全
で

行
き
届
い
た
教
育
を
求
め
る
立
場

か
ら
、
政
府
は
少
人
数
学
級
の
必

要
性
を
発
信
。
豊
見
城
の
小
中
学

校
で
も
早
期
実
現
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
強
く
国
に
求
め
る
べ
き
だ

と
思
う
が
、
ど
う
か
。

学
校
教
育
課
長
令
和
２
年
度
８

月
20
日
全
国
都
市
教
育
長
協
議
会

よ
り
国
へ
、
学
級
編
成
基
準
の
30

人
へ
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
要
請

措
置
を
行
っ
て
い
る
。

日本共産党

儀間　盛昭伊良波校区に公設学童クラブがほしい

質
問
学
校
給
食
ア
ン
ケ
ー
ト
の

中
で
保
護
者
か
ら
の
意
見
要
望
が

あ
り
ま
し
た
が
、
市
長
の
率
直
な

意
見
を
伺
う
。

市
長
教
育
委
員
会
と
し
っ
か
り

と
連
携
を
図
っ
て
、
強
く
進
め
て

い
き
た
い
。

質
問
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、
約

53
％
の
保
護
者
の
方
々
が
給
食
費

段
階
的
無
償
化
は
財
政
面
を
考
慮

し
て
実
施
す
べ
き
と
答
え
て
い
る

が
、
そ
の
結
果
も
含
め
た
市
長
の

見
解
を
伺
う
。

教
育
部
長
自
由
意
見
も
含
め
て

対
応
意
見
が
あ
る
中
で
、
し
っ
か

り
と
そ
れ
を
受
け
止
め
て
教
育
行

政
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

質
問
保
護
者
の
財
政
面
を
考
慮

し
て
ほ
し
い
等
の
意
見
を
受
け
止

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

教
育
部
長
貴
重
な
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
あ
る
た
め
、
し
っ
か
り
充

実
さ
せ
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

質
問
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
受

け
て
、
令
和
３
年
度
予
算
編
成
は

ど
の
よ
う
に
反
映
す
る
の
か
伺
う
。

教
育
部
長
栄
養
価
に
つ
い
て
は

維
持
を
し
て
い
か
な
い
と
考
え
て

い
る
の
で
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て

は
予
算
措
置
を
お
願
い
す
る
。

公
用
車
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

質
問
公
用
車
に
企
業
広
告
を
掲

載
し
、
広
告
料
収
入
に
力
を
入
れ

る
べ
き
だ
と
思
う
が
市
の
見
解
を

伺
う
。

総
務
企
画
部
長
県
内
外
の
事
例

を
調
査
中
で
あ
り
、
費
用
対
効
果

や
課
題
等
の
検
討
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

質
問
年
間
ど
の
く
ら
い
の
収
入

が
見
込
ま
れ
る
の
か
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
仮
に
月
2
千
円

で
15
台
掲
載
す
る
と
、
年
間
36
万

円
の
金
額
に
な
る
試
算
が
出
て
い

ま
す
。

質
問
市
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
Ｐ
Ｒ

で
き
な
い
か
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
イ
ベ
ン
ト
を
担

当
す
る
部
署
か
ら
申
請
が
あ
れ
ば

そ
の
よ
う
な
Ｐ
Ｒ
も
可
能
だ
と
考

え
ま
す
。

道
路
行
政
に
つ
い
て

質
問
市
道
32
号
線
（
高
入
端
橋

か
ら
饒
波
入
口
前
）
ま
で
の
区
間

に
歩
道
が
な
い
た
め
、
安
全
対
策

を
講
じ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
市

の
見
解
を
伺
う
。

道
路
課
長
指
摘
の
箇
所
に
つ
い

て
は
歩
行
者
の
安
全
確
保
が
必
要

な
路
線
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、

新
年
度
の
早
い
時
期
に
、
路
面
標

示
等
に
よ
り
注
意
喚
起
の
安
全
対

策
を
実
施
し
、
歩
行
者
が
安
全
に

通
行
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

Z
ゼ ロ

ERO

宜保　龍平学校給食アンケートの結果を
しっかり受け止めて！

校内か、その近くに学童を
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今
や
第
２
次
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム

質
問
し
お
さ
い
公
園
内
に
キ
ャ

ン
プ
場
や
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
で

き
る
よ
う
に
指
定
管
理
者
と
協
力

し
、
施
設
整
備
に
取
り
組
め
な
い

か
伺
い
ま
す
。

公
園
緑
地
課
長
平
成
30
年
度
よ

り
指
定
管
理
者
に
て
、
し
お
さ
い

公
園
で
の
実
施
に
向
け
て
検
討
を

進
め
て
き
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

指
定
管
理
者
と
連
携
し
、
実
施
に

向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問  

キ
ャ
ン
プ
場
整
備
に
つ

い
て
市
長
の
感
想
を
伺
う
。

市
長
大
変
す
ば
ら
し
い
提
案
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
っ
か
り
と

各
部
局
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
の
か

進
め
て
い
き
た
い
。

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

（
字
保
栄
茂
、
翁
長
）
に
つ
い
て

質
問
字
保
栄
茂
、
翁
長
地
域
の

生
活
道
路
に
て
「
止
ま
れ
」
等
を

示
す
白
線
が
消
え
て
危
険
と
の
声

が
届
い
て
い
ま
す
。
当
局
の
対
応

を
伺
い
ま
す
。

道
路
課
長
白
線
や
十
字
路
を
示

す
ク
ロ
ス
標
示
な
ど
、
路
面
標
示

が
消
え
か
か
っ
た
状
態
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
修
繕
の
必
要
性
に

つ
い
て
認
識
し
て
い
ま
す
。

受
験
対
策
講
座
が
ス
タ
ー
ト

質
問
な
か
な
か
支
援
員
の
配
置

も
決
ま
ら
な
い
中
、
心
配
、
苦
労

も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
実
際

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
の
教
育
長

の
現
在
の
気
持
ち
、
見
解
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

教
育
長
当
初
は
学
習
支
援
員
の

配
置
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

応
募
が
全
く
な
く
大
変
困
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
、
委
託

に
切
り
替
え
た
と
こ
ろ
応
募
者
が

あ
り
、
12
月
か
ら
放
課
後
、
各
学

校
30
人
程
度
の
生
徒
を
対
象
で
、

受
験
対
策
を
必
要
と
し
た
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の

方
々
の
助
言
に
よ
る
ス
タ
ー
ト
に

感
謝
す
る
と
共
に
、
受
験
生
が
自

ら
の
目
標
と
す
る
高
校
へ
合
格
す

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
防
災
マ
ッ
プ
に
つ
い
て

保和会

宜保　安孝しおさい公園（与根）を市民憩いの
キャンプ場実現に向けて

質
問
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
の

一
つ
に
、
備
え
付
け
の
水
道
蛇
口

を
自
動
式
水
栓
に
改
修
で
き
な
い

か
見
解
を
伺
う
。

教
育
部
長
国
庫
補
助
事
業
、
採

択
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
適
切
に
対

応
し
て
い
き
た
い
。

質
問
新
築
予
定
の
豊
崎
中
学
校

へ
自
動
水
栓
の
設
置
を
求
め
た
い
。

教
育
部
長
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
防
止
対
策
を
踏
ま
え
た
水
道
蛇

口
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
こ
れ
ま
で
入
学
の
４
月
以

降
、
７
月
支
給
の
新
入
学
準
備
金

が
入
学
前
支
給
。
令
和
３
年
度
に

入
学
予
定
し
て
い
る
小
・
中
学
校

入
学
準
備
金
支
給
申
請
者
数
、
そ

の
一
人
当
り
の
支
給
金
額
、
支
給

月
は
何
月
に
な
る
か
伺
う
。

教
育
部
長
申
請
件
数
は
小
学
校

113
件
、
中
学
校
123
件
。
一
人
当
た

り
の
支
給
金
額
、
小
学
校
２
万
９

千
９
百
円
、
中
学
校
３
万
２
千
９

百
円
。
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
に

全
て
の
対
象
者
へ
振
り
込
み
予
定
。

質
問
市
給
付
型
奨
学
金
の
申
請

状
況
を
伺
う
。

教
育
部
長
12
月
４
日
現
在
２
件
。

児
童
・
生
徒
へ
文
化
鑑
賞
会
を

質
問
組
踊
の
次
年
度
の
学
校
鑑

賞
会
開
催
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

教
育
部
長
組
踊
学
校
鑑
賞
会
は

平
成
26
年
度
か
ら
年
間
２
校
で
鑑

賞
会
を
行
い
、
令
和
３
年
度
は
上

田
小
学
校
、豊
崎
小
学
校
を
予
定
。

質
問
平
成
30
年
に
実
施
さ
れ
た

豊
見
城
市
中
学
生「
能
体
験
講
座
」

に
つ
い
て
、「
本
物
の
日
本
文
化

を
鑑
賞
す
る
す
ば
ら
し
い
機
会
で

あ
っ
た
」
と
再
度
の
開
催
要
望
が

あ
る
が
見
解
を
伺
う
。

教
育
部
長
平
成
30
年
７
月
実
施

重
要
無
形
文
化
財
総
合
指
定
保
持

者
を
お
招
き
し
て
、
能
に
関
す
る

講
和
、
実
演
鑑
賞
後
、
舞
台
の
体

験
、
能
の
型
の
体
験
、
能
面
・
能

装
束
の
体
験
を
行
っ
た
。
普
段
の

生
活
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な

い
特
別
な
体
験
、
い
わ
ゆ
る
本
物

を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
感

受
性
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
へ
の
感

性
へ
直
接
訴
え
る
教
育
へ
の
効
果

は
非
常
に
有
効
で
あ
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。
市
民
か
ら
の
寄
附
に
よ

る
開
催
で
当
時
の
状
況
に
つ
い
て

確
認
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
豊
崎
小
学
校
前
の
翁
長
橋

開
通
に
向
け
て
の
進
捗
を
伺
う
。

道
路
課
長
交
渉
を
進
め
最
終
的

協
議
の
段
階
と
認
識
し
て
い
る
。

質
問
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
助
成

事
業
の
取
り
組
み
の
進
捗
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
令
和
３
年
度
事

業
開
始
に
向
け
進
め
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・
改
正
社
会
福
祉
法
に
つ
い
て

公明党

仲田　政美市内すべての学校の水道蛇口を
自動式水栓に改修を !!

放課後空き教室を利用した受験対策講座の実施が実現 !!
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予
算
削
っ
た
の
は
財
政
課
で
し
ょ

質
問
ピ
ア
ノ
購
入
よ
り
他
に
優

先
さ
れ
た
予
算
並
び
に
今
回
も
購

入
で
き
な
い
理
由
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
今
年
度
予
算
か

ら
の
購
入
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、「
学
校
側
の
優
先
順
位

で
後
回
し
に
さ
れ
た
」
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

教
育
部
長
教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
豊
見
城
中
学
校
の
学
校
移
転

に
伴
う
備
品
購
入
で
予
算
を
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
こ
は
確
保
し
な
い

と
い
け
な
い
。
そ
れ
と
は
別
に
、

ピ
ア
ノ
が
調
律
も
修
理
も
で
き
な

い
状
況
な
の
で
、
こ
れ
は
し
っ
か

り
予
算
を
付
け
て
購
入
し
て
い
こ

う
と
予
算
措
置
を
お
願
い
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
時
点
に
お

い
て
は
ま
だ
予
算
措
置
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

新
年
度
予
算
で
買
っ
て
あ
げ
て

質
問
「
学
校
側
の
優
先
順
位
で

後
回
し
さ
れ
た
」
と
い
う
答
弁
し

て
い
ま
し
た
。
ピ
ア
ノ
っ
て
買
っ

て
も
ら
え
な
い
も
の
な
ん
で
す

か
。
他
の
も
の
を
買
い
た
く
て
ピ

ア
ノ
を
我
慢
す
る
と
い
う
の
が
正

し
い
教
育
の
姿
勢
で
す
か
。
教
育

委
員
会
ど
う
で
す
か
。

教
育
部
長
学
校
の
授
業
が
し
っ

か
り
で
き
る
か
が
大
き
な
視
点
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
授
業
が
で
き

な
い
よ
う
な
状
態
で
あ
れ
ば
、
措

置
を
し
て
い
く
と
い
う
の
が
教
育

委
員
会
の
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
。

卒
業
生
吹
奏
楽
部
談
話
「
壊
れ
た

ピ
ア
ノ
で
練
習
し
て
い
ま
し
た
」

質
問
学
校
は
壊
れ
た
ピ
ア
ノ
購

入
を
「
お
願
い
だ
、
お
願
い
だ
」

と
言
い
続
け
て
き
た
。
こ
の
ま
ま

で
い
い
ん
で
す
か
。
も
う
一
度
伺

い
ま
す
。
新
年
度
予
算
で
ピ
ア
ノ

を
買
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
。

総
務
企
画
部
長
次
年
度
以
降
の

予
算
に
つ
い
て
は
、
予
算
編
成
作

業
で
検
討
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
ハ
ン
デ
ィ
ー
を
持
ち
支
援
員
を

必
要
と
す
る
児
童
生
徒
の
対
応

に
つ
い
て

・
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
４
月
開
始

の
授
業
内
容
（
状
況
）
に
つ
い

て
・「
家
〜
な
れ
〜
運
動
」
市
の
取

組
と
、
家
庭
教
育
支
援
の
取
組

に
つ
い
て

・
子
ど
も
が
の
び
の
び
遊
べ
る
公

園
を
含
め
、
児
童
生
徒
が
集
う

場
所
の
確
保
に
つ
い
て

・
本
市
の
未
来
を
担
う
全
て
の
子

ど
も
予
算
に
つ
い
て

保和会

大田　正樹豊見城中学校の壊れたピアノ！
学校の授業に支障をきたしてます

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
つ
い
て

質
問
市
長
公
約
で
あ
る
新
野
球

場
建
設
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

公
園
緑
地
課
長
野
球
場
の
敷
地

面
積
の
課
題
や
財
政
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
、
関
係
部
署
と
調
査
研
究

を
し
て
い
き
た
い
。

質
問
昨
年
も
同
じ
質
問
に
対
し

全
く
同
じ
答
弁
で
し
た
。
調
査
研

究
の
中
身
を
具
体
的
に
伺
う
。

教
育
部
長
多
く
の
課
題
を
ど
の

よ
う
に
整
理
し
て
い
く
か
を
教
育

委
員
会
や
市
長
部
局
で
内
容
に
つ

い
て
整
理
整
頓
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

質
問
昨
年
9
月
定
例
会
で
も
同

じ
質
問
を
し
た
が
、
プ
ロ
野
球
球

団
を
誘
致
す
る
よ
う
な
規
模
の
球

場
な
の
か
、
そ
れ
と
も
一
般
利
用

者
向
け
の
建
設
な
の
か
、
そ
の
後

の
検
討
内
容
を
伺
う
。

公
園
緑
地
課
長
現
時
点
で
は
構

想
段
階
な
の
で
、
今
後
は
公
園
周

辺
も
含
め
、
規
模
及
び
配
置
計
画

等
を
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
市
長
公
約
で
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
拠
点
エ
リ
ア
構
想
に
向
け
、
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館

は
複
合
型
施
設
と
し
て
移
設
検
討

と
あ
る
が
具
体
的
な
移
設
場
所
と

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
旧
Ｉ
Ｔ
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
及
び
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ

豊
見
城
支
店
の
敷
地
を
活
用
す

る
ま
ち
の
顔
拠
点
づ
く
り
計
画
に

お
い
て
令
和
元
年
9
月
に
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
が
、

具
体
的
な
施
設
構
想
の
策
定
に

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

質
問
今
の
答
弁
だ
と
、
旧
Ｉ
Ｔ

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
を
移
設

す
る
考
え
な
の
か
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
そ
う
い
う
部
分

を
含
め
て
調
査
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

質
問
公
約
を
策
定
し
た
と
き
に

市
長
は
ど
う
い
っ
た
ビ
ジ
ョ
ン
を

描
い
て
い
た
の
か
伺
う
。

市
長
イ
メ
ー
ジ
は
浦
添
総
合
陸

上
競
技
場
の
公
園
周
辺
で
、
様
々

な
ス
ポ
ー
ツ
を
一
堂
に
か
い
せ
る

よ
う
な
拠
点
整
備
に
向
け
、
面
積

を
有
効
活
用
し
た
上
で
進
め
て
い

き
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
公
約
と

し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

質
問
公
約
の
実
現
へ
向
け
、
民

間
活
用
を
市
長
に
提
案
し
ま
し
た

が
、
検
討
内
容
と
現
状
を
伺
う
。

副
市
長
現
在
も
民
間
市
場
調
査

を
し
て
い
る
状
況
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
消
防
行
政
に
つ
い
て　

・
高
架
橋
下
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

・
豊
崎
中
学
校
建
設
に
つ
い
て

Z
ゼ ロ

ERO

波平　邦孝市長が描くスポーツ振興とは？
拠点エリア構想は絵に描いた餅？
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子
ど
も
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

質
問
窓
口
支
払
い
が
不
要
な
現

物
給
付
方
式
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
本
市
は
年
少
人
口
割
合
が

最
も
高
い
自
治
体
で
、
子
育
て
環

境
の
充
実
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

り
、
子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料

化
は
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
等

し
く
医
療
を
受
診
す
る
こ
と
が
で

き
、健
全
育
成
が
図
れ
る
事
か
ら
、

現
物
給
付
方
式
の
導
入
に
取
り
組

み
ま
す
。

質
問
市
長
公
約
の
高
校
卒
業
ま

で
医
療
費
無
料
化
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
市
長
会
や
南
部
市
町
村
会

な
ど
を
通
し
、
制
度
導
入
に
つ
い

て
、
県
へ
要
請
活
動
を
働
き
か
け

進
め
て
い
き
ま
す
。

上
田
地
区
高
架
下
の

　
　
有
効
利
用
に
つ
い
て

質
問
駐
車
場
の
整
備
に
つ
い
て

伺
う
。

市
長
公
園
緑
地
課
長
か
ら
お
お

む
ね
公
園
利
用
と
の
事
で
し
た

が
、
各
年
度
の
ロ
ー
リ
ン
グ
を
踏

ま
え
、
市
民
の
実
情
を
把
握
し
た

上
で
南
部
国
道
事
務
所
と
調
整
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

字
瀬
長
地
区
か
ら
の

　
　
　
　
要
望
に
つ
い
て

質
問
側
溝
の
浚
渫
作
業
に
つ
い

て
伺
う
。

農
林
水
産
課
長
約
70
ｍ
の
除

草
、
浚
渫
を
完
了
し
ま
し
た
が
、

未
実
施
の
部
分
は
来
年
度
予
算
の

状
況
を
見
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

質
問
瀬
長
島
交
差
点
改
良
工
事

に
伴
う
、
那
覇
向
き
道
路
に
つ
い

て
伺
う
。

道
路
課
長
去
る
11
月
27
日
に
南

部
国
道
事
務
所
長
と
山
川
市
長
の

意
見
交
換
で
、
市
長
よ
り
、
小
禄

道
路
の
整
備
に
伴
い
、
瀬
長
地
区

か
ら
那
覇
方
面
へ
向
か
う
ル
ー
ト

が
遠
回
り
で
あ
る
た
め
、
瀬
長
自

治
会
か
ら
の
請
願
が
あ
り
、
市
道

６
号
線
か
ら
那
覇
向
け
へ
右
折
の

検
討
を
要
望
し
、
国
道
事
務
所
長

か
ら
、
確
認
、
検
討
す
る
と
の
回

答
を
得
て
い
ま
す
。
今
後
、
国
道
事

務
所
と
積
極
的
に
協
議
し
ま
す
。

保
育
園
及
び
学
童
の

　
　
待
機
児
童
問
題
に
つ
い
て

質
問
今
後
の
待
機
児
童
へ
の
対

応
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
保
育
士
確
保
に

加
え
、
新
園
３
園
、
分
園
１
園
を

新
設
し
、
令
和
４
年
４
月
に
は
330

人
の
受
入
れ
体
制
が
整
い
ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
全
て
の

中
学
校
区
へ
公
設
の
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
待

機
児
童
解
消
が
図
ら
れ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

真新会

要　正悟高校卒業までの医療費、窓口での
無料化を子どもの多い豊見城市で

質
問
経
常
収
支
比
率
が
高
く
な

る
こ
と
で
、
財
政
構
造
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
生
じ
る
の
か
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
経
常
収
支
比
率

は
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す

る
指
標
と
な
り
、
高
く
な
る
こ
と

で
臨
時
的
経
費
に
充
て
る
一
般
財

源
が
少
な
く
な
る
と
考
え
ま
す
。

質
問
平
成
27
年
度
か
ら
令
和
元

年
度
ま
で
の
本
市
の
経
常
収
支
比

率
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
平
成
27
年
度
が

88.9
％
、
28
年
度
が
91.5
％
、
29
年
度

が
92.5
％
、
30
年
度
が
93.4
％
、
令
和

元
年
度
が
94.4
％
。

質
問
本
市
の
令
和
２
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
の
中
期
財
政
計

画
に
つ
い
て
、
市
税
や
ふ
る
さ
と

納
税
の
増
額
見
込
み
が
反
映
さ
れ

て
い
る
な
ら
内
容
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
市
税
は
平
成
29

年
度
か
ら
令
和
元
年
度
の
決
算
平

均
増
減
率
を
乗
じ
て
推
計
し
、
ふ

る
さ
と
納
税
は
第
５
次
豊
見
城
市

行
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
令
和
３
年
度
６
億
円
、

４
年
度
８
億
円
、
５
年
度
10
億
円

で
推
計
し
て
い
る
。

質
問
中
期
財
政
計
画
で
示
し
て

い
る
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
ま
で
の
経
常
収
支
比
率
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
令
和
２
年
度
が

97.2
％
、
３
年
度
が
98.6
％
、
４
年
度

が
98.1
％
、
５
年
度
が
96.6
％
。

質
問
念
の
た
め
の
確
認
で
す
。

経
常
収
支
比
率
を
下
げ
る
た
め
に

意
図
的
に
経
常
経
費
を
臨
時
的
経

費
に
回
し
、
経
常
収
支
比
率
を
抑

え
る
と
い
っ
た
作
業
は
し
て
い
な

い
か
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
そ
の
よ
う
な
作

業
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

質
問
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
５

年
度
ま
で
の
中
期
財
政
計
画
の
中

で
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は
人
件

費
と
し
て
経
常
収
支
比
率
に
反
映

さ
れ
て
い
る
の
か
。

財
政
課
長
人
件
費
に
計
上
さ
れ

る
の
で
、
中
期
財
政
計
画
で
反
映

さ
れ
て
い
る
。

質
問
中
期
財
政
計
画
で
示
し
た

よ
う
に
、
今
後
の
財
政
の
行
方
は

弾
力
性
を
失
い
、
財
政
が
硬
直
化

し
て
い
く
認
識
で
よ
い
か
。

財
政
課
長
こ
の
ま
ま
何
も
せ
ず

に
い
る
と
硬
直
化
し
、
柔
軟
な
状

況
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

質
問
新
た
な
財
源
も
含
め
て
、

ど
の
よ
う
に
経
常
収
支
比
率
を
抑

え
て
い
く
の
か
示
し
て
下
さ
い
。

副
市
長
ふ
る
さ
と
納
税
の
強
化

な
ど
当
面
の
課
題
は
あ
る
。

質
問
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
５

年
度
ま
で
ふ
る
さ
と
納
税
の
見
通

し
も
含
ま
れ
て
厳
し
い
状
況
で
す

よ
ね
。

副
市
長
中
期
財
政
計
画
を
毎
年

ロ
ー
リ
ン
グ
し
な
が
ら
見
直
す
。

Z
ゼ ロ

ERO

新垣　繁人豊見城市の財政状況　今後の行方
は硬直化へ現在進行形？
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質
問
県
が
子
ど
も
医
療
費
助
成

の
対
象
拡
大
を
発
表
し
た
、
内
容

を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
今
回
の
助
成
対

象
拡
充
は
、
通
院
を
現
行
の
就
学

前
ま
で
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で
に

引
き
上
げ
る
も
の
で
、
子
ど
も
の

疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

よ
る
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
図
る

と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
に
つ
な
げ
る
も
の

で
す
。

質
問
来
年
度
か
ら
県
内
一
斉
、

中
学
校
卒
業
ま
で
の
助
成
制
度
が

ス
タ
ー
ト
す
る
見
込
み
と
な
っ

た
。
助
成
方
法
に
つ
い
て
、
各
自

治
体
で
対
応
が
異
な
る
と
思
う
。

一
旦
窓
口
で
支
払
い
、
後
日
そ
の

分
が
戻
っ
て
く
る
償
還
払
い
方
式

と
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
い
ら
な

い
現
物
給
付
方
式
が
考
え
ら
れ

る
。
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
観
点

か
ら
も
本
市
で
窓
口
無
料
の
現
物

給
付
方
式
を
実
施
す
べ
き
だ
と
考

え
る
が
見
解
を
伺
う
。

市
長
年
少
人
口
の
割
合
が
全
国

市
区
に
お
い
て
も
最
も
高
い
本
市

に
お
い
て
は
、
子
育
て
環
境
の
充

実
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。
子
ど
も

医
療
費
の
窓
口
無
料
化
は
誰
一
人

と
り
こ
ぼ
さ
ず
、
ま
た
全
て
の
子

ど
も
た
ち
が
等
し
く
医
療
を
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
の
健

全
育
成
が
図
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

制
度
拡
充
の
令
和
４
年
４
月
に
合

わ
せ
、
現
物
給
付
方
式
を
導
入
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
全
国
的
に
子
ど
も
の
医
療

費
助
成
が
広
が
る
中
で
も
、
自
民

公
明
の
政
府
は
現
物
給
付
に
対
す

る
国
保
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
に
つ
い

て
、
就
学
以
上
は
ま
だ
廃
止
に

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
が

各
自
治
体
、
現
物
給
付
の
導
入
に

大
き
な
足
か
せ
と
な
っ
て
い
る
と

思
う
。
国
保
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
に

つ
い
て
、
国
に
対
し
、
廃
止
を
求

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
本
市
と
し
て
も
、
関
係
機

関
と
の
協
力
、
連
携
を
行
い
な
が

ら
、
国
や
県
に
対
し
て
も
、
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
の
廃
止
を
求
め
て
い
き

た
い
。

子
ど
も
支
援
の
応
援
団
募
集

質
問
子
育
て
支
援
の
体
制
に
つ

い
て
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
子
育
て
支
援
体

制
を
推
進
す
る
事
業
の
一
つ
と
し

て
、
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
団
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
・
子

育
て
応
援
団
と
は
、
本
市
の
子
ど

も
と
子
育
て
家
庭
を
応
援
す
る
取

組
を
実
施
し
、
子
育
て
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
、
市
民

及
び
企
業
等
（
市
内
外
問
わ
ず
）

の
登
録
制
で
す
。

日本共産党

新垣　龍治子ども医療費、2022年４月から
中学校卒業まで窓口無料に

交
通
渋
滞
緩
和
策
に
つ
い
て

質
問
市
道
42
号
線
の
交
通
渋
滞

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

道
路
課
長
令
和
２
年
10
月
７
日

長
堂
・
金
良
・
桜
ヶ
丘
自
治
会
連

名
に
よ
る
市
道
42
号
線
の
道
路

拡
張
整
備
に
つ
い
て
の
要
望
に
関

連
す
る
質
問
だ
と
認
識
し
、
答
弁

し
ま
す
。
自
治
会
か
ら
は
将
来
に

お
け
る
市
道
42
号
線
沿
線
へ
の
物

流
施
設
等
の
建
設
や
、
長
嶺
城
址

園
整
備
に
よ
っ
て
予
測
さ
れ
る
交

通
量
増
加
を
見
込
ん
で
の
道
路
拡

張
整
備
の
要
望
が
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
市
道
42
号
線
は
平
成
８

年
度
に
改
良
事
業
が
完
了
し
て
い

る
こ
と
や
、
将
来
的
な
交
通
量
の

増
加
に
伴
う
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、
予
測
さ
れ
る
交
通
量
が
現
段

階
で
は
把
握
で
き
な
い
た
め
、
路

線
全
体
の
拡
張
整
備
は
厳
し
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
渋

滞
対
策
と
し
て
は
、
市
道
42
号
線

と
国
道
329
号
那
覇
バ
イ
パ
ス
の
交

差
点
区
に
お
い
て
、
左
折
車
線
の

設
置
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
交
通

量
増
加
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
関

連
企
業
に
対
し
、
交
通
量
調
査
を

依
頼
す
る
と
と
も
に
、
運
行
ル
ー

ト
の
検
討
や
、
敷
地
北
側
に
あ
る

り
ゅ
う
と
う
橋
を
積
極
的
に
活
用

す
る
な
ど
、
業
務
運
営
に
関
わ
る

交
通
計
画
を
作
成
し
、
必
要
に
応

じ
て
施
設
計
画
を
変
更
す
る
よ
う

意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
の
で
、

今
後
は
こ
の
よ
う
な
施
設
計
画
を

さ
れ
る
企
業
等
と
も
調
整
を
行
い

な
が
ら
、
市
道
42
号
線
の
交
通
渋

滞
緩
和
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

質
問
経
済
建
設
委
員
会
に
対
す

る
企
業
の
説
明
に
つ
い
て
伺
う
。

道
路
課
長
市
道
42
号
線
沿
線
に

建
設
さ
れ
る
物
流
施
設
、
あ
る
い

は
企
業
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
出
入

り
で
交
通
渋
滞
が
予
想
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
辺
り
は
企
業

の
出
入
り
口
等
を
拡
幅
す
る
よ
う

な
検
討
も
で
き
る
と
い
う
回
答
を

し
て
も
ら
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま

企
業
等
と
共
に
調
整
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
医
療
費
無
料
化
の
方
針
に

つ
い
て
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
本
市
の
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
入
院

が
中
学
卒
ま
で
、
通
院
が
未
就
学

児
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の

助
成
対
象
は
、
通
院
を
中
学
卒
ま

で
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
、
子
ど

も
の
疾
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治

療
に
よ
る
子
ど
も
の
健
全
育
成
を

図
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
な
げ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に

お
い
て
も
中
学
卒
ま
で
の
医
療
費

助
成
の
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

保和会

比嘉　彰金良・長堂・桜ヶ丘地域の交通安
全及び交通渋滞対策について
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デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
!!

質
問
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想

に
つ
い
て
エ
ン
ト
リ
ー
す
べ
き
。

２
０
３
０
年
に
は
当
た
り
前
の
未

来
都
市
を
国
は
目
指
し
て
い
る
。

本
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
ど
う
か
。

総
務
企
画
部
長
必
要
と
感
じ
て

い
る
。
着
手
で
き
る
事
業
か
ら
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

児
童
虐
待
、
実
態
把
握
を

質
問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
生

活
困
窮
が
ま
ず
始
ま
る
。
気
力
を

な
く
し
、
虐
待
に
つ
な
が
る
と
困

る
。
課
題
解
決
の
た
め
に
は
。

福
祉
健
康
部
長
福
祉
相
談
窓
口

（
生
活
支
援
）に
お
い
て
児
童
虐
待

の
疑
い
等
を
発
覚
し
た
場
合
は
、

家
庭
児
童
相
談
室
に
つ
な
い
で
い

る
。
市
民
に
対
し
、
躊
躇
な
く
通

報
で
き
る
よ
う
啓
発
に
取
組
む
。

30
人
学
級
の
実
現
を
!!

質
問
早
期
に
実
現
す
べ
き
だ
が
。

教
育
部
長
財
源
確
保
含
め
時
間

を
要
し
厳
し
い
状
況
。
で
き
る
と

こ
ろ
か
ら
検
討
す
る
。

質
問
国
が
決
定
し
た
と
き
に
は

準
備
万
端
に
す
べ
き
。

教
育
部
長
予
算
措
置
や
制
度
設

計
で
き
た
と
き
に
は
速
や
か
に
取

組
め
る
体
制
を
つ
く
る
。

今
は
無
謀
で
は
?

質
問
市
長
公
約
で
あ
る
給
食
費

無
償
化
に
つ
い
て
は
、
財
政
非
常

事
態
宣
言
を
解
除
す
る
ま
で
据
え

置
く
べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
部
長
保
護
者
意
見
を
参
考

に
継
続
し
て
検
討
進
め
た
い
。

質
問
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
53

％
が
財
政
面
を
考
慮
し
て
や
る
べ

き
だ
と
。
つ
ま
り
、
今
は
や
る
べ

き
で
は
な
い
と
い
う
答
え
で
は
。

教
育
部
長
他
市
に
て
負
担
軽
減

の
実
例
も
あ
る
。
検
討
し
た
い
。

質
問
新
財
源
の
額
を
示
し
て
。

総
務
企
画
部
長
今
取
組
ん
で
い

る
最
中
。
ふ
る
さ
と
納
税
や
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど
財
源
を
つ
く

る
考
え
。

質
問
完
全
無
償
化
に
は
約
４
億

円
。
毎
年
捻
出
す
る
金
額
は
。

副
市
長
財
源
構
成
を
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

保和会

徳元　次人スーパーシティ構想を活用して市
民の利便性向上に繋げましょう !!

一 般 質 問

市
長
の
公
約
に
つ
い
て

質
問
市
長
の
任
期
中
に
全
世
帯

給
食
費
の
完
全
無
償
化
の
公
約
が

実
現
で
き
る
か
伺
う
。

市
長
段
階
的
に
し
て
い
き
た
い
。

質
問
何
か
変
わ
っ
て
き
て
い
る

と
言
う
の
が
私
の
意
見
で
す
。
3

月
定
例
会
で
提
案
し
た
が
、
就
学

援
助
の
拡
充
に
チ
ェ
ン
ジ
で
き
な

い
か
伺
う
。

教
育
部
長
就
学
援
助
の
拡
充
も

含
め
て
検
討
し
ま
す
。

水
中
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
の

事
故
に
つ
い
て

質
問
業
務
委
託
契
約
に
つ
い

て
、
契
約
書
と
要
綱
、
仕
様
書
は

3
点
セ
ッ
ト
で
良
い
か
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
は
い
そ
う
で
す
。

質
問
事
業
所
の
話
だ
と
契
約
書

は
事
前
に
も
ら
っ
た
が
、
仕
様
書

等
は
事
故
後
に
も
ら
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
本
当
な
の
か
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
事
業
内
容
は
前

年
と
同
じ
な
た
め
今
回
は
渡
し
て

い
な
か
っ
た
。

質
問
事
業
所
は
仕
様
書
、
要
綱

は
過
去
に
も
ら
っ
て
い
な
い
。
1

年
前
に
仕
様
書
の
案
を
も
ら
っ
た
。

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

福
祉
健
康
部
長
今
年
度
は
渡
し

て
な
い
が
、
昨
年
度
は
提
示
を
し

て
い
る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

質
問
セ
ッ
ト
な
ら
、
今
年
度
も

渡
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
今

年
度
は
渡
さ
な
か
っ
た
の
か
。

福
祉
健
康
部
長
そ
の
点
は
、
事

務
局
と
し
て
大
変
反
省
し
て
い
る
。

市
内
在
住
で
市
外
勤
務
者
は
？

質
問
市
内
在
住
で
市
外
の
医
療

施
設
、
介
護
・
福
祉
施
設
、
保
育

施
設
で
働
く
方
へ
の
助
成
や
補
助

は
な
い
か
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
市
外
の
事
業
所

に
勤
め
て
い
る
市
内
在
住
の
方
は

対
象
外
と
し
て
い
ま
す
。

質
問
も
し
第
5
弾
が
あ
れ
ば
市

内
在
住
の
医
療
従
事
者
等
へ
の
助

成
等
を
検
討
す
る
か
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
国
か
ら
助
成
が

出
た
場
合
は
検
討
し
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

質
問
保
護
者
会
や
期
成
会
が
提

供
し
た
学
校
車
の
現
状
を
伺
う
。

教
育
部
長
各
小
中
で
総
台
数
23

台
、
年
数
に
つ
い
て
は
20
年
以
上

が
2
台
、
10
年
以
上
20
年
未
満
が

10
台
、
10
年
未
満
が
10
台
で
す
。

質
問
期
成
会
頼
り
に
な
っ
て
い

る
が
、
長
嶺
中
が
40
周
年
で
、
か

な
り
困
っ
て
い
る
。
学
校
車
に
つ

い
て
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

教
育
長
今
後
計
画
を
立
て
、
教

育
委
員
会
で
予
算
措
置
が
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

保和会

川満　玄治給食費無償化と習い事助成で年８億
円かかります。市長…不安です

急速なデジタル化に対応しながら従来型も併用
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サ
ッ
カ
ー
場
再
整
備
が
出
来
る

可
能
性
と
違
法
性
の
可
能
性
。
行

政
が
考
え
る
べ
き
は
ど
ち
ら
か

質
問
与
根
体
育
施
設
条
例
廃
止

の
議
案
が
連
続
５
回
提
出
。
条
例

を
廃
止
し
土
地
売
却
す
る
こ
と
を

優
先
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

連
合
審
査
会
で
は
条
例
を
廃
止
せ

ず
存
続
し
て
も
土
地
区
画
整
理
事

業
に
支
障
な
く
、
組
合
の
補
償
費

の
範
囲
で
機
能
回
復
、
サ
ッ
カ
ー

場
整
備
も
で
き
る
と
明
ら
か
に

な
っ
た
。
方
向
性
を
変
え
同
じ
場

所
に
再
整
備
の
考
え
は
な
い
か
。

副
市
長
条
例
を
残
し
た
ま
ま
上

物
の
除
去
な
ど
を
す
る
こ
と
は
、

地
方
自
治
法
に
反
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
安
心
し
て
出

産
・
育
児
が
出
来
る
サ
ポ
ー
ト
を

質
問
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
だ
か
ら

こ
そ
オ
ン
ラ
イ
ン
保
健
指
導
を
す

ぐ
に
で
も
実
施
し
て
ほ
し
い
。

福
祉
健
康
部
長
通
常
業
務
や
コ

ロ
ナ
関
連
業
務
と
並
行
し
な
が
ら
、

緊
急
を
要
す
る
妊
産
婦
の
訪
問
指

導
を
最
優
先
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ

イ
ン
保
健
指
導
は
検
討
し
て
い
く
。

質
問
コ
ロ
ナ
禍
で
里
帰
り
出
産

が
困
難
な
妊
婦
等
へ
の
育
児
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
。

福
祉
健
康
部
長
里
帰
り
出
産
が

困
難
な
妊
産
婦
に
対
し
、
民
間
事

業
者
等
が
提
供
す
る
育
児
支
援

サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
し
た
際
の
利

用
料
補
助
を
し
て
い
る
。
本
市
の

育
児
支
援
サ
ー
ビ
ス
は
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

職
員
採
用
は
本
来
10
名
で
す
よ
ね

質
問
令
和
３
年
度
新
採
用
の
人

数
と
新
採
用
分
人
件
費
総
額
は
。

総
務
企
画
部
長
現
時
点
で
採
用

人
数
が
決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、

人
件
費
総
額
を
示
せ
な
い
。

質
問
厳
し
い
財
政
状
況
。
本
来

10
人
採
用
の
は
ず
。
大
幅
に
増
や

す
と
義
務
的
経
費
、
人
件
費
の
増

は
財
政
を
圧
迫
す
る
。
本
当
に
答

え
て
も
ら
い
た
い
。
何
人
採
用
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

総
務
企
画
部
長
具
体
的
な
人
数

は
示
す
こ
と
が
出
来
な
い
。

秘
書
に
要
請
文
を
渡
す
だ
け
の

出
張
が
公
費
？
膝
を
詰
め
て
の

要
請
を
す
る
べ
き

質
問
市
長
は
「
不
要
不
急
な
移

動
は
し
な
い
よ
う
に
」
と
言
わ
れ

る
中
、
東
京
出
張
。
議
員
会
館
で

自
民
党
国
会
議
員
の
秘
書
に
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
要

請
書
を
渡
し
た
だ
け
と
聞
い
て
い

る
が
い
か
が
か
。

総
務
企
画
部
長
通
告
が
な
い
の

で
答
え
ら
れ
な
い
。

保和会

新垣　亜矢子再整備が出来る可能性に期待！
同じ場所に与根サッカー場を！

生
活
保
護
行
政
に
つ
い
て

質
問
申
請
14
日
以
内
の
保
護
受

給
に
つ
い
て
。

福
祉
健
康
部
長
14
日
以
内
の
決

定
は
24
・
８
％
。
令
和
２
年
度
は

10
月
末
現
在
、
99
件
の
申
請
に
対

し
53
・
54
％
。
２
週
間
以
内
の
生

活
保
護
の
決
定
が
行
え
る
よ
う
申

請
者
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

質
問
各
課
と
連
携
し
た
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
。

福
祉
健
康
部
長
担
当
部
署
へ
の

案
内
や
無
料
法
律
相
談
、
パ
ー
ソ

ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
市
社

協
の
生
活
福
祉
資
金
貸
付
な
ど
課

題
解
決
へ
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

質
問
介
護
崩
壊
を
つ
く
ら
な
い

支
援
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
。

福
祉
健
康
部
長
沖
縄
県
と
那
覇

市
、
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
、

県
老
人
保
健
施
設
協
議
会
、
県
認

知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
協
会
が
連

携
し
職
員
の
派
遣
調
整
を
行
い
、

応
援
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

ト
マ
ト
、
マ
ン
ゴ
ー
の
生
産
、
売

り
上
げ
向
上
の
可
能
性
に
つ
い
て

質
問
技
術
指
導
の
積
極
的
促
進

に
つ
い
て
。

農
林
水
産
課
長
栽
培
技
術
講
習

会
へ
の
参
加
等
、
生
産
農
家
の
情

報
交
換
等
栽
培
技
術
の
高
位
平
準

化
を
推
進
し
ま
す
。

質
問
マ
ン
ゴ
ー
、
ト
マ
ト
の
販

路
拡
大
に
つ
い
て
。

農
林
水
産
課
長
県
外
の
量
販
店

や
Ｊ
Ａ
店
舗
で
の
販
売
促
進
活

動
、
県
外
飲
食
店
で
の
マ
ン
ゴ
ー

を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
展
開
、
東

京
大
田
市
場
で
の
県
産
ト
ロ
ピ
カ

ル
フ
ル
ー
ツ
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
等

の
イ
ベ
ン
ト
の
活
用
に
よ
る
新
た

な
販
路
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

質
問
「
ち
ゅ
ら
と
ま
と
の
里
宣

言
」
を
し
て
は
ど
う
か
。

農
林
水
産
課
長
関
係
機
関
と
効

果
や
課
題
、
手
続
や
可
能
性
等
に

つ
い
て
協
議
す
る
。

質
問
学
校
給
食
食
材
と
し
て
ト

マ
ト
を
活
用
し
た
献
立
の
工
夫
、

研
究
に
つ
い
て
。

農
林
水
産
課
長
給
食
セ
ン
タ
ー

や
Ｊ
Ａ
等
と
協
力
し
、
豊
見
城
産

ト
マ
ト
を
活
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
開

発
や
調
査
研
究
に
取
り
組
む
。

質
問
ト
マ
ト
な
ど
の
豊
見
城
産

野
菜
の
活
用
促
進
に
つ
い
て
。

農
林
水
産
課
長
農
業
振
興
を
図

る
た
め
に
も
豊
見
城
産
農
産
物
を

Ｐ
Ｒ
へ
取
り
取
り
組
み
ま
す
。

質
問
国
際
社
会
は
２
０
３
０
年

ま
で
指
導
的
地
位
の
男
女
の
完
全

な
平
等
を
目
指
し
て
い
る
。
市
の

第
３
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
は

遅
れ
て
お
り
見
直
す
べ
き
。

総
務
企
画
部
長
見
直
し
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

日本共産党

真栄里　保「ちゅらトマトの里」宣言で
豊見城産新鮮野菜の販路拡大へ
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漁
業
振
興
と
観
光
に
つ
い
て

質
問
①
与
根
漁
港
複
合
施
設
整

備
事
業
か
ら
名
称
変
更
に
な
っ
た

理
由
に
つ
い
て
伺
う
。
②
事
業
が

遅
れ
て
い
る
理
由
を
伺
う
。
③
指

定
管
理
に
つ
い
て
は
、
６
月
議
会

に
お
け
る
徳
元
議
員
へ
の
答
弁
の

と
お
り
、
糸
満
漁
業
協
同
組
合
与

根
支
部
が
担
う
こ
と
で
理
解
し
て

よ
い
か
伺
う
。
④
観
光
交
流
施
設

と
リ
ン
ク
す
る
食
堂
や
直
売
所
等

の
収
益
施
設
は
、
与
根
支
部
の
方

針
を
確
認
す
る
必
要
が
重
要
だ
と

思
い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
う
。

農
林
水
産
課
長
①
観
光
を
主
体

と
し
た
事
業
で
観
光
客
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
体
験
機
能
や
、
西
海

岸
地
区
の
一
体
的
な
観
光
情
報
発

信
機
能
を
有
す
る
観
光
交
流
施
設

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
②
内
閣

府
と
の
協
議
に
不
測
の
日
数
を
要

し
た
こ
と
や
、
入
札
不
調
等
に
よ

り
事
業
進
捗
に
遅
れ
が
生
じ
た
。

③
与
根
支
部
と
協
議
を
行
い
、
指

定
管
理
者
制
度
に
係
る
運
用
指
針

等
に
基
づ
き
決
定
し
て
ま
す
。
④

与
根
支
部
と
の
協
議
に
よ
り
方
針

の
確
認
を
行
い
、
ま
た
一
部
の
会

員
は
収
益
施
設
に
関
心
を
持
っ
て

い
ま
す
。

与
根
地
元
公
有
水
面
埋
立
造
成
工

事
に
伴
う
与
根
自
治
会
と
の
協
定

書
に
つ
い
て

質
問
与
根
自
治
会
へ
の
公
共
広

場
用
地
3
千
㎡
専
用
に
関
す
る
、

具
体
的
な
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
新
た
な
土
地
利

用
に
向
け
た
環
境
整
備
が
整
い
次

第
協
議
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
庁
内
で
は

課
題
整
備
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。軽

量
型
漁
礁
の

　
　
設
置
推
進
に
つ
い
て

質
問
①
現
状
は
ど
の
よ
う
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。
②

漁
礁
周
辺
に
集
ま
る
漁
群
は
確
実

に
観
光
資
源
に
も
な
る
観
光
振
興

の
面
か
ら
位
置
づ
け
を
伺
う
。

農
林
水
産
課
長
①
漁
業
再
生
支

援
事
業
に
よ
る
軽
量
型
漁
礁
の
設

置
状
況
は
、
平
成
28
年
度
か
ら

令
和
元
年
度
ま
で
に
８
基
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
②
漁
礁
周
辺
に
集

ま
る
漁
群
は
、
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
や

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
等
の
活
用
に

よ
る
観
光
振
興
に
つ
な
が
り
地
域

活
性
化
も
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
県
道
256
号
線
の
計
画
に
つ
い
て

・
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

保和会

赤嶺　吉信地域特有の海を最大に生かした観
光産業拡大への取り組みを早期に

豊
見
城
市
の
財
政
に
つ
い
て

質
問
前
市
政
の
８
年
間
で
の
市

債
の
増
減
額
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
８
年
間
で
123
億

916
万
６
千
円
増
、
70
％
増
、
平
均

す
る
と
１
年
当
た
り
15
億
３
千
864

万
５
千
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問
山
川
市
政
に
な
っ
て
か
ら

の
市
債
残
高
の
推
移
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
１
年
間
で
３
億

５
千
958
万
５
千
円
増
、
率
で
12
％

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
長
の
公
約
に
つ
い
て

質
問
市
長
就
任
２
周
年
に
当
た

り
、
こ
れ
ま
で
の
山
川
市
政
の
成

果
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
平
成
30
年
11
月
に
市
長
就

任
以
来
、
公
約
の
実
現
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
成
果
と
し
て
は
、

市
民
と
市
長
の
ワ
ク
ド
キ
懇
談
会
、

ふ
る
さ
と
納
税
班
の
新
設
。
オ
リ

オ
ン
Ｅ
Ｃ
Ｏ
美
ら
Ｓ
Ｕ
Ｎ
ビ
ー
チ

の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
。
与
根
地

区
の
観
光
交
流
施
設
整
備
の
促

進
、
東
部
地
区
に
お
け
る
総
合
物

流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
誘
致
。
こ
ど

も
未
来
基
金
の
設
置
等
の
具
体
化

の
取
り
組
み
。
市
街
化
拡
大
。
ハ

ン
ガ
リ
ー
の
空
手
連
盟
の
合
宿
誘

致
、
Ｊ
リ
ー
グ
キ
ャ
ン
プ
誘
致
。

国
内
外
観
光
客
の
受
入
態
勢
の
整

備
。
豊
崎
中
学
校
建
設
事
業
、
市

内
全
学
校
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
、

学
校
給
食
用
野
菜
栽
培
実
証
実

験
。
国
保
の
赤
字
解
消
。
今
年
度

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
予
算
総
額
は

18
億
千
849
万
円
の
措
置
を
行
い
、

子
育
て
世
帯
や
ひ
と
り
親
世
帯
へ

の
支
援
、
認
可
外
保
育
園
や
医
療

従
事
者
へ
の
支
援
、
中
小
企
業
へ

の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

質
問
こ
ど
も
未
来
基
金
に
つ
い

て
、
野
党
の
皆
さ
ん
か
ら
財
政
状

況
の
悪
化
へ
の
懸
念
が
あ
る
と
し

て
、
条
例
案
の
否
決
が
な
さ
れ
た

が
、
こ
ど
も
未
来
基
金
を
創
設
し

事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
市
債
の

増
加
や
財
政
状
況
が
悪
化
す
る
可

能
性
が
あ
る
の
か
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
税
収
増
や
ふ
る

さ
と
納
税
の
増
収
の
取
組
と
合
わ

せ
て
、
財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
基

金
運
営
を
行
う
。
こ
ど
も
未
来
基

金
事
業
に
は
起
債
対
象
と
な
る
建

設
事
業
等
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
市
債
の
増
加
に
つ
な
が

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
基
金
条
例

が
制
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
市
民
や

市
内
外
の
企
業
等
か
ら
理
解
と
賛

同
を
得
ら
れ
る
よ
う
啓
発
事
業
に

も
取
り
組
み
、
寄
付
金
の
増
収
に

つ
な
げ
、
寄
付
金
等
が
拡
大
す
る

こ
と
で
、
各
種
子
ど
も
関
連
事
業

に
つ
い
て
も
さ
ら
な
る
取
組
が
で

き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

日本共産党

瀬長　恒雄前市政の８年間で市債は約123億円
の増加、財政悪化の大きな要因に
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子
育
て
支
援
に
つ
い
て

質
問
子
ど
も
た
ち
が
授
業
で
使

用
す
る
学
用
品
の
購
入
が
保
護
者

の
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
算
数
セ
ッ
ト
、
裁
縫
セ
ッ
ト
、

絵
の
具
セ
ッ
ト
、
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
、
彫
刻
刀
、
辞
典
な
ど
。
お
子

さ
ん
の
多
い
世
帯
で
も
お
下
が
り

で
は
納
得
し
て
く
れ
な
い
子
が
い

て
、
毎
年
新
し
い
物
の
購
入
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
家
庭
が
多
く
あ
り

ま
す
。
他
府
県
の
事
例
で
は
、
自

治
体
が
公
費
で
購
入
し
、
学
校
の

備
品
と
し
て
授
業
で
使
用
し
て
も

ら
う
所
も
あ
り
ま
す
。
市
長
の
進

め
る
子
ど
も
改
革
に
打
っ
て
つ
け

の
目
玉
政
策
に
な
る
と
考
え
ま

す
。
市
が
公
費
で
学
校
の
備
品
と

し
て
購
入
し
、
保
護
者
の
負
担
軽

減
が
出
来
な
い
か
伺
う
。

教
育
部
長
保
護
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
の
公
費
購
入
に
つ
い
て

は
、
お
道
具
箱
や
鍵
盤
ハ
ー
モ
ニ

カ
な
ど
と
い
っ
た
教
材
は
、
経
年

使
用
に
よ
り
紛
失
や
破
損
等
、
教

材
と
し
て
の
品
質
保
持
が
難
し

く
、
ま
た
多
人
数
に
よ
る
共
同
使

用
に
は
、
衛
生
面
の
観
点
か
ら
好

ま
し
く
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
学
校
入
学
に
よ
り
新
し
く
身
の

回
り
の
学
用
品
が
手
元
に
届
く
喜

び
と
同
時
に
、
物
を
大
切
に
す
る

視
点
を
育
む
と
い
う
観
点
か
ら
も

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
現
在
保

護
者
負
担
に
よ
り
購
入
し
て
い
る

教
材
等
の
購
入
は
、
引
き
続
き
保

護
者
の
負
担
で
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

質
問
那
覇
軍
港
の
浦
添
移
設
に

つ
い
て
は
、共
産
党
は
新
軍
港
は
、

強
襲
揚
陸
艦
や
空
母
も
寄
港
可
能

で
、
機
能
は
飛
躍
的
に
強
化
さ
れ

る
と
反
対
し
て
い
る
。
辺
野
古
と

共
通
す
る
点
が
多
く
あ
る
と
考
え

る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
移
設
で
は
な
く
、
港
湾
区

域
内
移
動
と
言
わ
れ
て
い
る
。県
、

那
覇
市
、
浦
添
市
、
那
覇
港
湾
組

合
の
合
意
が
な
さ
れ
て
進
め
る
も

の
だ
。

質
問
沖
合
に
新
た
な
埋
め
立
て

を
し
て
、
軍
港
を
整
備
す
る
と
い

う
観
点
か
ら
す
る
と
、
共
産
党
が

新
基
地
と
い
う
主
張
を
す
る
な
ら

ば
、
辺
野
古
以
上
に
ご
も
っ
と
も

だ
と
も
思
う
が
、
市
長
は
ど
う
思

う
か
。

市
長
新
基
地
な
の
か
、
新
基
地

で
は
な
い
の
か
と
い
う
お
話
で
す

が
、
新
基
地
で
は
な
く
て
、
代
替

施
設
だ
と
い
う
表
現
で
、
今
、
取

組
ま
れ
て
い
る
も
の
だ
と
考
え
て

い
る
。　

Z
ゼ ロ

ERO

大田　善裕学用品の公費負担・共用化促進で
子育て負担の軽減を

質
問
教
育
長
は
、
10
月
に
与
根

西
部
土
地
区
画
整
理
組
合
と
ど
の

よ
う
な
話
し
合
い
を
さ
れ
た
の
か
。

教
育
長
市
が
予
定
し
て
い
る
道

路
事
業
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し

た
い
と
申
し
出
を
行
っ
て
い
ま

す
。

質
問
野
球
場
の
残
地
等
、
道
路

工
事
で
残
っ
た
今
の
サ
ッ
カ
ー
場

を
合
わ
せ
て
整
備
を
考
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
か
。

教
育
長
こ
う
い
う
こ
と
が
可
能

な
状
況
に
あ
り
ま
す
と
い
う
内
容

の
み
で
す
。

質
問
与
根
体
育
施
設
は
廃
止
し

な
け
れ
ば
、
こ
う
い
う
整
備
が
で

き
る
と
教
育
委
員
会
で
発
言
し
て

い
る
の
で
、
こ
れ
は
教
育
委
員
会

の
意
思
決
定
に
反
す
る
発
言
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
認
識
は
あ

り
ま
す
か
。

教
育
長
区
画
整
理
事
業
に
支
障

を
出
さ
な
い
よ
う
に
と
い
う
思
い

か
ら
、
私
は
行
動
を
取
っ
た
も
の

で
す
。

質
問
与
根
西
部
土
地
区
画
整
理

に
つ
い
て
、
体
育
施
設
設
置
条
例

を
廃
止
し
な
い
で
、
市
道
整
備
工

事
が
で
き
る
の
か
伺
い
ま
す
。

副
市
長
議
会
が
廃
止
条
例
を
否

決
し
て
い
る
現
状
に
お
い
て
は
、

土
地
区
画
整
理
法
第
77
条
に
基
づ

く
直
接
施
工
の
手
続
が
、
組
合
か

ら
の
申
請
と
い
う
形
で
取
ら
れ
た

と
し
て
も
、
地
方
自
治
法
違
反
の

可
能
性
の
観
点
及
び
廃
止
条
例
案

の
否
決
と
い
う
議
会
議
決
の
関
係

か
ら
、
長
と
し
て
こ
れ
を
認
可
す

る
こ
と
は
極
め
て
困
難
と
考
え
る
。

質
問
教
育
委
員
会
で
の
教
育
長

の
発
言
で
気
に
な
る
の
で
す
が
、

条
例
廃
止
さ
れ
な
く
て
も
教
育
長

の
権
限
で
道
路
整
備
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
伺
い
ま
す
。

副
市
長
豊
見
城
市
立
与
根
体
育

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
で
は
、
教
育
長
の
権
限
で
道

路
整
備
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
の
根
拠
を
確
認
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
公
有
財
産
に
関
す
る

長
の
総
合
調
整
権
に
関
す
る
規
定

で
あ
る
地
方
自
治
法
第
238
条
の
２

は
条
例
で
設
置
さ
れ
た
施
設
に
つ

い
て
、
教
育
長
の
権
限
で
道
路
整

備
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
の

根
拠
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及

び
管
理
に
関
す
る
法
律
に
お
い

て
、
教
育
長
の
権
限
で
道
路
整
備

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
根

拠
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
い
ず
れ
の
法
令
等
に
お
い
て

も
、
設
置
条
例
が
廃
止
さ
れ
な
い

ま
ま
で
、
教
育
長
の
権
限
で
道
路

整
備
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と

の
根
拠
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

日本共産党

瀬長　宏教育委員会の意思決定に
　反する言動をくり返す教育長！
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
対
策
に
つ
い
て

質
問
介
護
施
設
な
ど
高
齢
者
を

対
象
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
対
応
を
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
国
の
高
齢
者
等

検
査
助
成
金
事
業
を
活
用
し
、
通

所
系
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
公
費
で

行
い
ま
す
。
開
始
時
期
は
令
和
３

年
１
月
以
降
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問
介
護
施
設
職
員
も
検
査
し

て
は
ど
う
か
伺
う
。

福
祉
健
康
部
長
県
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
強
化
事
業
と
し
て
、
介
護
施
設

や
患
者
等
に
対
応
す
る
医
療
機
関

に
お
い
て
、
月
一
回
を
目
途
に
予

定
し
て
い
る
。

働
く
環
境
に
つ
い
て

質
問
市
職
員
の
条
例
定
数
に
つ

い
て
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
令
和
２
年
度
の

職
員
定
数
は
458
名
で
す
。

質
問
現
在
の
職
員
数
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
令
和
２
年
12
月

１
日
現
在
で
445
名
で
す
。

質
問
全
国
の
類
似
市
町
村
と
比

較
し
、
ど
れ
位
職
員
が
足
り
て
い

な
い
の
か
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
総
務
省
の
地
方

公
共
団
体
定
員
管
理
調
査
で
は
、

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
に
よ
る

と
172
人
少
な
い
状
況
で
す
。

質
問
関
連
し
、
平
成
30
年
度
総

務
省
の
経
常
収
支
比
率
の
推
移
は

市
町
村
の
人
件
費
25.6
％
の
中
、
本

市
の
人
件
費
は
23.1
％
で
、
全
国
と

比
べ
人
件
費
の
充
当
比
率
が
低
い

数
値
で
あ
る
。
今
の
退
職
者
プ
ラ

ス
４
名
の
採
用
は
適
正
で
な
い
、

何
十
年
先
も
職
員
の
過
重
労
働
が

続
き
疲
弊
す
る
。
実
態
に
合
わ
せ

た
条
例
定
数
の
変
更
を
行
い
、
早

急
な
職
員
確
保
及
び
配
置
を
強
く

求
め
る
。
そ
も
そ
も
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
は
、
ど
の
よ
う
な
設
定
で

根
拠
は
あ
る
の
か
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
今
の
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、

算
出
し
た
方
法
、
明
確
な
根
拠
を

確
認
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

道
路
行
政
に
つ
い
て

質
問
平
良
地
域
に
あ
る
墓
地

（
平
良
グ
ス
ク
近
辺
）
の
通
路
に

亀
裂
や
陥
没
が
あ
る
。
対
応
を
伺

う
。

経
済
建
設
部
長
今
年
度
中
に
予

算
の
範
囲
で
修
繕
を
行
う
予
定
。

質
問
市
道
28
号
線（
平
良
地
域
）

は
道
路
の
幅
が
狭
く
通
勤
・
通
学

時
な
ど
交
通
量
も
多
い
。
対
応
を

伺
う
。

経
済
建
設
部
長
「
ス
ピ
ー
ド
落

と
せ
」
等
の
電
柱
幕
の
設
置
や
、

路
面
標
示
を
考
え
て
い
る
。

真新会

伊敷　光寿現在の職員数は深刻な欠員状態。
早急に職員確保及び配置を！

質
問
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
っ
た

場
合
、
最
も
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る

の
は
救
急
隊
員
。
感
染
症
予
防
対

策
に
は
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
ま
す
。
全
救
急
車
に
オ
ゾ

ン
発
生
器
を
搭
載
し
た
場
合
の
予

算
は
４
台
分
で
115
万
２
千
800
円
、

感
染
リ
ス
ク
を
抱
え
る
消
防
隊
員

及
び
傷
病
者
の
安
心
、
安
全
に
寄

与
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
予
算
措

置
を
講
ず
る
べ
き
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
財
政
状
況
を
見

な
が
ら
、
オ
ゾ
ン
発
生
器
も
予
算

が
つ
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
決
め
て

い
き
た
い
。

質
問
市
道
239
号
線
（
ダ
イ
レ
ッ

ク
ス
通
り
）
に
つ
い
て
、
令
和
２

年
度
事
業
完
了
予
定
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

経
済
建
設
部
長
２
度
の
入
札
不

調
、
３
ヵ
月
程
度
の
遅
れ
が
生
じ

て
い
る
。
現
在
は
随
意
契
約
に
よ

り
契
約
も
済
ま
せ
、
工
事
着
手
に

向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

状
況
。

質
問
市
内
全
て
の
保
育
・
学
校

施
設
の
通
学
路
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
で
は
、
過
去
設
置
さ
れ
た
横
断

歩
道
に
カ
ラ
ー
舗
装
を
施
す
べ
き

と
提
言
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度

12
月
現
在
ま
で
の
整
備
実
績
に
つ

い
て
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
横
断
歩
道
の
カ

ラ
ー
舗
装
実
績
と
し
て
、
昨
年
度

は
保
育
園
、
小
学
校
付
近
を
中
心

に
全
９
ヵ
所
、
今
年
度
は
12
月
ま

で
に
全
17
ヵ
所
実
施
。

質
問
令
和
３
年
度
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
令
和
３
年
度
の

整
備
計
画
は
、
対
象
範
囲
を
半
径

300
メ
ー
ト
ル
か
ら
500
メ
ー
ト
ル
程

度
に
広
げ
、
標
示
が
消
え
て
い
る

箇
所
や
見
え
づ
ら
い
箇
所
を
優
先

し
実
施
す
る
予
定
。

質
問
市
道
239
号
線
（
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
宜
保
付
近
か
ら
ぐ
し

こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
付
近
）
の
横

断
歩
道
の
白
線
や
停
止
線
は
ほ
と

ん
ど
見
え
な
い
状
況
。
豊
見
城
警

察
署
へ
早
急
に
補
修
依
頼
が
で
き

な
い
か
見
解
を
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
令
和
２
年
度
中

に
白
線
等
の
補
修
を
実
施
す
る
と

の
こ
と
。

質
問
市
道
３
号
線
（
宜
保
公
民

館
付
近
）
に
設
置
さ
れ
て
い
る
信

号
機
の
な
い
横
断
歩
道
の
白
線
が

消
え
か
か
っ
て
い
る
。
通
学
路
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
カ
ラ
ー
舗
装
も

含
め
、
早
急
に
補
修
す
べ
き
と
考

え
る
が
当
局
の
見
解
を
伺
う
。

経
済
建
設
部
長
豊
見
城
警
察
署

で
令
和
２
年
度
中
に
白
線
等
の
補

修
を
実
施
。
カ
ラ
ー
舗
装
は
、
本

市
に
て
令
和
３
年
度
に
実
施
予
定
。

Z
ゼ ロ

ERO

楚南　留美感染症予防対策は重要 !! 全救急車
にオゾン発生器搭載の予防措置を
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財
政
状
況
に
つ
い
て

質
問
９
月
末
現
在
の
財
政
調
整

基
金
残
高
は
約
４
億
８
千
万
円
弱

で
す
が
、
現
時
点
で
の
財
政
調
整

基
金
残
高
及
び
一
時
借
入
金
等
が

あ
れ
ば
、
そ
の
額
と
そ
れ
を
踏
え

た
監
査
委
員
の
意
見
を
伺
う
。

監
査
委
員
事
務
局
長
10
月
末
現

在
の
財
政
調
整
基
金
残
高
は
約

８
千
万
円
弱
で
一
般
会
計
に
19
億

円
の
繰
替
運
用
を
し
て
お
り
、
繰

替
に
つ
い
て
は
２
年
度
末
に
財
政

調
整
基
金
に
返
却
さ
れ
る
。
金
融

機
関
か
ら
の
一
時
借
入
金
も
な

く
、
今
後
も
収
支
状
況
を
注
意
深

く
見
な
が
ら
、
適
切
な
財
政
運
営

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
19
億
円
の
返
済
策
を
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
現
金
が
な
く
、

繰
替
運
用
を
し
て
い
る
が
年
度
末

に
入
る
国
庫
補
助
金
、
税
収
等
の

歳
入
に
よ
っ
て
返
済
の
予
定
。

質
問
「
一
時
借
入
金
は
な
い
」

と
の
答
弁
で
し
た
が
、
今
後
こ
れ

を
予
定
し
な
い
と
財
政
運
営
が
厳

し
い
の
か
伺
う
。

総
務
企
画
部
長
来
月
ま
で
の
支

出
予
定
計
画
で
は
借
入
見
込
み
は

な
い
が
、今
後
、必
要
な
場
合
は
、

会
計
管
理
者
と
協
議
し
、
時
期
及

び
額
を
決
め
、
借
入
す
る
こ
と
に

な
る
。

質
問
今
年
度
の
決
算
後
の
財
政

調
整
基
金
見
込
額
を
伺
う
。

財
政
課
長
決
算
状
況
等
が
分
か

ら
な
い
と
、
ど
れ
だ
け
繰
り
戻
す

か
分
か
ら
な
い
が
、
12
月
補
正
の

段
階
で
は
約
６
億
円
程
度
。

質
問
先
日
は
、「
10
億
円
」
と

の
答
弁
で
し
た
。
こ
れ
は
補
正
前

の
理
解
で
い
い
か
伺
う
。

財
政
課
長
12
月
の
補
正
前
で
す
。

質
問
「
収
支
を
合
わ
す
に
は
、

約
８
億
〜
10
億
円
の
財
政
調
整
基

金
が
な
い
と
収
支
差
が
埋
ら
な

い
」と
の
先
日
の
答
弁
で
し
た
が
、

先
程
は
「
６
億
円
」
と
の
答
弁
で

し
た
。
次
年
度
の
予
算
立
て
は
厳

し
く
思
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

財
政
課
長
令
和
３
年
度
予
算
編

成
の
最
中
で
す
が
、
基
金
繰
入
だ

け
で
は
な
く
、
歳
入
全
体
の
見
込

み
等
踏
ま
え
予
算
編
成
を
す
る
が
、

昨
今
の
経
済
情
勢
で
は
厳
し
い
。

質
問
確
認
し
た
財
政
状
況
の
中

資
産
売
却
は
最
終
的
手
段
と
考
え

る
が
、監
査
委
員
の
見
解
を
伺
う
。

監
査
委
員
事
務
局
長
監
査
委
員

は
財
務
関
連
の
事
務
執
行
及
び
経

営
に
係
る
事
業
管
理
を
監
査
す
る

と
さ
れ
、
今
後
の
豊
見
城
市
の
政

策
判
断
に
基
づ
い
て
の
実
施
事
柄

は
市
長
部
局
、
執
行
部
及
び
議
会

で
十
分
な
議
論
を
さ
れ
、
市
民
等

へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
、
適
切

に
と
の
思
い
か
ら
、
こ
の
場
で
の

見
解
は
差
し
控
え
た
い
。

保和会

外間　剛市有地財産の売却は最終的な手段
目先の財政つなぎが見え隠れ…

議案に対する議員の賛否一覧（全会一致を除く）【令和２年12月定例会】

議案 件　　名 議　決
結　果

保和会 Z
ゼ ロ
ERO 公明党 日本共産党 真新会

徳
元
　
次
人

新
垣
亜
矢
子

川
満
　
玄
治

宜
保
　
安
孝

大
田
　
正
樹

外
間
　
　
剛

赤
嶺
　
吉
信

比
嘉
　
　
彰

新
垣
　
繁
人

宜
保
　
龍
平

楚
南
　
留
美

大
田
　
善
裕

波
平
　
邦
孝

仲
田
　
政
美

大
城
　
吉
徳

儀
間
　
盛
昭

新
垣
　
龍
治

瀬
長
　
恒
雄

真
栄
里
　
保

瀬
長
　
　
宏

要
　
　
正
悟

伊
敷
　
光
寿

議 案
第 7 4 号

豊見城市立与根体育施設の設置及び管理に
関する条例の廃止について 否　決 × × × × × × × × × × × × × × 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議 案
第 7 6 号

豊見城市児童生徒用端末の買入れの変更に
ついて 可　決 〇 〇 〇 退 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇

意見書案
第 1 1 号

王毅中華人民共和国国務委員兼外交部長の
発言に対する意見書 原案可決 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 退

意見書案　　　　
第 1 2 号

王毅中華人民共和国国務委員兼外交部長の
発言に対する意見書 原案可決 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 退

決 議 案
第 ２ 号

令和元年度豊見城市一般会計歳入歳出決算
に対する附帯決議 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 × × × × × × ×

決 議 案
第 ３ 号

王毅中華人民共和国国務委員兼外交部長の
発言に対する抗議決議 原案可決 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 ○ 〇 〇 〇 〇 退

※「〇」：賛成　「×」：反対　「欠」：欠席　「除」：除斥　「退」：退場の意思表明をした上で退場　「―」：議場に不在　「議」：議長
※ 議長の場合、過半数議決については、議決に加わる権利（表決権）はなく、可否同数の場合に決定する権利（裁決権）があります。特別

多数議決で法定されたものは議長にも表決権があります。
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豊見城市議会 検索市議会の詳しい情報は、豊見城市議会のホームページをご覧ください。

トミッキーッ

　12月定例会の傍聴人数は
　　延べ36人でした。

　本市議会では、引き続き新型コロナウイルス感染症対策を
実施するため、極力、傍聴をご遠慮願うこととしております。
　なお、傍聴を希望される場合は、議会運営委員会申し合わ
せ事項「豊見城市議会における新型コロナウイルス感染症対
策の徹底について」を十分ご理解いただきますようお願いい
たします。

※ 申し合わせ事項については、随時変更する場合があります
ので、豊見城市議会ホームページの「新型コロナウイルス
感染症に関すること」ををご確認ください。

　前号（第192号）14ページの大田正樹議員一般質問
掲載箇所１段目右から15行目の部分において、誤りが
ありました。
　訂正し、お詫び申し上げます。

【誤】総務企画部長　　→　　【正】教育部長

※ 本会議の様子は、「議会インターネット中継」よりご覧い
ただけます。

　去年の１月16日に新型コロナウイルス感染が日本で初
めて確認されてから１年が過ぎました。この１年で日本の
生活様式は劇的に変化しました。どこへ行くにもマスクは
当たり前の日常になり、ソーシャルディスタンスの徹底や
時短営業など１年前にここまで変わるとは誰１人想像出来
なかったと思います。
　累計の感染者数は、全国で42万人、沖縄県でも8,000
人（２月20日現在）を超えました。
　今後、ワクチン接種が重要となり、ワクチン接種もこれ
から始まります。ワクチン接種により、普通の日常に１日
も早く戻れるように願います。 （川満　玄治）

議会だより調査特別委員会
【委員長】新垣亜矢子　　【副委員長】川満 玄治
【委　員】仲田 政美　　新垣 龍治　　伊敷 光寿　　宜保 龍平

議会の傍聴について（お願い） お詫びと訂正のお知らせ

編 集 後 記

議会インターネット中継

新型コロナウイルス感染症に関すること

P C閲覧用 スマホ・タブレット用
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Kokusai Printing Co., Ltd. 40th Anniversary

皆様とともに、感謝とともに、おかげさまで40年

想いをカタチに。
「大切な想い」をカタチに

コミュニケーションを支える印刷、

私たちにお任せください。

学術誌　会社案内　記念誌 ポスター チラシ パンフレット DM　伝票

〒901-0147  沖縄県那覇市宮城１-13-9
Tel 098-857-3385 Fax 098-857-3892

［本 社］
〒905-0021 沖縄県名護市東江4-7-27  302
Tel 0980-43-6555　Fax 0980-43-6550

［北部営業所］
〒901-0235  沖縄県豊見城市字名嘉地67-1
Tel 098-857-8376 　

［南部営業所］

総合印刷　デザイン制作　企画編集

Kokusai Printing

ご縁を大切に　想いを形に

株式会社Green沖縄
グリーン訪問看護ステーショングリーン訪問看護ステーション

←古波蔵
↑
長
嶺
小
学
校

良
長
園
●

国場十字路

津嘉山十字路

丸亀製麺●

ローソン 
●

●サンエー
  つかざんシティー

●津嘉山自動車
学校

●
　　南部農林高校

長堂■
金良

与那原→

〒901-0204　沖縄県豊見城市字金良 77ー 1
TEL.098-996-4827　FAX.098-996-4837

グリーン訪問看護ステーションの３つの特徴
① 経験豊富な専門スタッフ　② いつでもどこでも相談可能　
③ 24時間対応します
何でもお気軽にご相談下さい！

ずっ～と家で過ごしたい。
自分らしく、穏やかな生活を送るためのお手伝い　グリーン訪問看護ステーションはあなたをサポートします。

セ
ブ
ン

●
イ
レ
ブ
ン

グリーン
訪問看護ステーション

〒901-0231 沖縄県豊見城市字我那覇506番地 
TEL.098-850-2233(代)　FAX.098-850-3506

新車販売・メンテナンス

自動車の事ならなんでも、 軽自動車から大型車両まで…
車検・鈑金塗装のトータルサポート。

新車・中古車販売！全メーカー取り扱い　ローン・リースOK！

㈲仲村自動車整備工場
民 間 車 検 場  　 沖 指 第 5 2 号  認 証 8 4 9
車検･一般整備･板金塗装･任意保険･新車･中古車販売/現金･オートローン･リース

http://www.nakamurajidousya.com

新車販売・メンテナンス

令和２年12月定例会　とみぐすく市議会だより ●vol.19319



Vol.193
2021.3.５

発
行

市
議
会
だ
よ
り

WEBお申込みでWEBお申込みで

新規お申込みで新規お申込みで

ToMiGuSuKu City Council News

市議会だより

CONTENTS
12月定例会 審議結果…………………………２～5
一般質問 ………………………………………6～17
１２月定例会の
議案に対する賛否一覧……………………………17
会議録検索システムについて ほか ………………18

Vol.193
2021.3.５発行

12 月定例会

３月　２日（火）本会議（開会日） 
３月１８日（木）一般質問 
３月１９日（金）一般質問 
３月２２日（月）一般質問 
３月２３日（火）一般質問 
３月２６日（金）本会議（最終日）

オリオンECO美らSUNビーチオリオンECO美らSUNビーチちゅらとまとちゅらとまと

瀬長島ウミカジテラス瀬長島ウミカジテラス

キーツマンゴーキーツマンゴーマンゴーマンゴー

『オリオンECO美らSUNビーチ』

Photo/とみぐすくの魅力を再発見！！

クロツラヘラサギ 旧海軍司令部壕

沖縄空手会館

子宝岩

子宝安産お守り 真玉橋  遺構

ウージ染め

道の駅 「豊崎」

３月定例会
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